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第 1 章は序論で，本研究の目的，背景および、意義について述べている O









第 4 章および第 5 章では上記の解析法を用いて堆積平野表面波の波動構造について検討している。







ね1. 0-- 1.5H/CT (H: 堆積層厚 CT :横波速度)となることを明らかにしているO






















越周期は露頭基盤面の角度の影響を受けて変化するが，その値は Rayleigh 波および Love 波でそれぞ
れ1.0--1. 5H/CT , 1. 4--2.2H/CT の範囲にあることを明らかにしている。
本研究は，堆積平野においてしばしば観測される卓越した長周期波動からなる堆積層固有の地震波動
について，表面波の発生および伝播機構に対する独創的な観点からその波動構造を明らかにしたもので
あり，耐震工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認
める。
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